
令和３年３月号

棚底地区振興会

棚底地区振興会　　会報№１８３（３、３、１）

 　　fax６３－７５４４

倉岳町棚底１７８６－４
棚底地区
コミュニティセンター

℡６４－３６６４

棚
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ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ
ラ

井戸

道
の
駅
「
通
潤
橋
」
で
は
、
施
設
の

概
要
や
運
営
形
態
、
物
産
館
の
経

営
方
法
等
に
つ
い
て
、
山
都
町
観

光
協
会
山
下
会
長
が
自
ら
経
営
さ

れ
て
い
る
「
通
潤
酒
造
」
で
培
っ
た

経
営
感
覚
と
コ
ス
ト
を
意
識
し
た

運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
丁
寧
に
案

内
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

施
設
の
運
営
は
、
維
持
費
に
か

か
る
費
用
が
経
営
を
圧
迫
す
る
か

ら
建
設
の
段
階
か
ら
規
模
を
拡
大

し
過
ぎ
な
い
こ
と
、
小
さ
く
生
ん

で
大
き
く
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
経
費
の
中

で
は
ト
イ
レ
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

棚
底
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

建
設
に
伴
う
先
進
地
視
察
の
た
め
２

月
４
日(

木
）
山
都
町
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
１
１
月
の
天
草
イ
ル
カ

セ
ン
タ
ー(

五
和
町
）
・
﨑
津
ガ
イ
ダ

ン
ス
セ
ン
タ
ー(

河
浦
町
）
に
続
く
２

回
目
の
研
修
で
す
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
中
で
の
視
察
研
修
だ
っ
た

の
で
、
山
都
町
と
感
染
症
防
止
策
を

重
ね
た
う
え
、
万
全
を
期
し
て
の
見

学
と
な
り
ま
し
た
。

の
警
備
員
に
か
か
る
費
用
が
意
外

と
多
い
そ
う
で
す
。
特
に
ト
イ
レ

の
維
持
管
理
で
は
、
浄
化
槽
や
水

道
光
熱
費
、
清
掃
管
理
費
に
約
１

７
０
万
円
も
か
か
り
、
物
産
販
売

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
売
上
だ
け
で
は

収
益
を
上
げ
る
の
は
厳
し
い
と
経

営
者
目
線
か
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
手
数
料(

マ
ー
ジ
ン
）

で
は
、
受
託
当
時
は
、
地
元
業
者
が

２
０
％
で
外
部
業
者
が
６
０
％
と

地
元
の
売
上
向
上
を
図
る
た
め
極

端
に
差
を
も
う
け
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
地
元
の
人
は
「
手
数
料
を
払
っ

て
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
考
え
が
強

か
っ
た
そ
う
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
感
覚
だ
け
で
は
、
経
営
が
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
厳
し
く
諭
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
「
道
の
駅
は
儲
け
な
く
て

い
い
、
地
元
に
お
金
が
落
ち
る
か

ら
、
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
る
か

ら
」
と
よ
く
耳
に
す
る
が
、
経
営
が

成
り
立
ち
評
価
さ
れ
て
こ
そ
で

あ
っ
て
赤
字
経
営
で
は
後
々
必
ず

批
判
さ
れ
る
と
戒
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
商
品
開
発
に
は
、
行
政
は
補

助
金
を
出
し
て
で
も
支
援
し
て
欲

し
い
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

実
際
、
山
都
町
で
は
２
０
０
万
円

以
上
を
売
り
上
げ
た
ヒ
ッ
ト
商
品

「
み
そ
豆
腐
」
で
地
域
に
相
乗
効
果

を
も
た
ら
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
あ
と
道
の
駅
「
清
和
文
楽

邑
」
と
「
宇
城
彩
館
」
を
視
察
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
山
下
会
長
か
ら
「
道
の
駅
」

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
沢
山
聞
け
て

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

道の駅「通潤橋」の店内のようす

ガイドから白糸台地と通潤橋のしくみを聞く参加者ら

「
清
和
文
楽
館
」
入
口
の
浄
瑠
璃
人

形
＝
記
念
写
真
撮
影
用
パ
ネ
ル(

左)

通潤橋(奥）と八朔祭りの大造り物＝くまモン
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１月末 １２月末

64１（-１）

高齢化率
４９.６６％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

１月末

955（-4）

１２月末

481 1,08０（-2）

959

48２（+1） 1,082

地域づくり部会

棚底城跡見回り（当番）

５区の地域づくり部会員

地域づくり部会

石垣散策トイレ（当番）

３月２日（火） ２区 、 ６日（土） ３区
９日（火） ４区 、１３日（土） ５区

１６日（火） １区 、２０日（土） ２区
２３日（火） ３区 、２７日（土） ４区
３０日(火） ５区

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

早くも春の足音が近づき、卒業や異動など、妙に慌た
だしく感じる時期の到来です。

棚底城跡の登り口に手すり付の階段を設置する工事が

今月末に完了予定です。現在はコンクリート張りの急な

坂道になっており、特に雨上がりは滑りやすく、危険な状

態でした。この階段工事が完了すると、安全に昇り降り

ができるようになるとともに、初めての来訪者にもここが

登り口であることが一目で分かりやすくなります。

史跡の保護の観点から、既に舗装されている部分だけ

の工事ということで国から許可を得ることができました。

また、階段の材料に少量の顔料を混ぜ、景色に配慮した

色に仕上げます。この機会に棚底城跡に足をお運びくだ

さい。

（天草市文化課 宮崎）
【ここに階段ができます】

棚
底
地
区
老
人
会
主
催
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
２
月
１
１

日(

木
）
倉
岳
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
肌
寒
い
天
気
に
も
拘

わ
ら
ず
１
０
チ
ー
ム
に
５
０
数
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

も
負
け
ず
「
久
し
ぶ
り
に
ス
テ
ィ
ッ

ク
を
握
っ
た
バ
イ
」
と
言
い
な
が
ら

会
心
の
シ
ョ
ッ
ト
を
放
っ
て
満
面

の
笑
み
の
人
も
い
れ
ば
、
そ
ば
ま

で
寄
っ
て
中
々
入
ら
ず
た
め
息
ば

か
り
の
人
も
お
ら
れ
た
。
ボ
ー
ル
の

行
方
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
皆
さ

ん
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。

結
果
は
、
左
表
に
掲
載
の
と
お

り
。
優
勝
さ
れ
た
宮
崎
さ
ん
は
２

回
目
。
ホ
ー
ル
イ
ワ
ン
は
、
船
本
さ

ん
が
２
度
達
成
、
１
度
は
大
勢
。

棚
底
地
区
老
人
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ボールの行方が気になる？ 表彰式で優勝トロフィーを受け取る宮崎さん

35

36

37

９０歳

８８歳

敬称略

稲田 ミエ子

馬田　哲明

吉森 カズヨ

総合成績

最高年齢賞（男）

最高年齢賞（女）

優　　勝

２　　位

３　　位

ＢＢ賞（男）

ＢＢ賞（女）

宮崎キヨ子

山下　 　誠

船本 トミエ

山本 　　誠


